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令和５年度の 

重点取組 

Q-SACCSを活用し、札幌市の社会資源について現状把握し、課題について検討

する 

活動概要 

 第１回家族への支援部会（令和５年７月 26日集合開催） 

 ペアレントメンター、サポートファイルさっぽろについての報告。 

 R5 年度の活動内容について検討→上記重点取組を決定する。 

 Q-SACCS の会 

 部会の委員を２グループに分けて、グループごとでの活動とした。 

 １グループは２回、２グループは３回集まり Q-SACCS の表を完成させ

た。 

 第２回家族への支援部会（令和６年１月 22日集合開催） 

 Q-SACCS の結果を、各グループから発表。市内の社会資源の状況や課

題について認識の共有を図った。 

 今回の Q-SACCS の活動をもとに、支援者が様々な社会資源を活用でき

るようになれるよう、その手立てを検討していく方向とした。 

抽出された課題 

 Q-SACCS の結果、市内に社会資源はまんべんなく存在しているが、支援者

自身が機関ごとの役割の違いや支援の範囲等を把握しきれておらず、保護

者に正確に情報提供ができず、活用しきれていないことが課題と考えられ

た。 

 支援者が様々な社会資源を活用できるようになるための手立て（社会資源

マップや研修会等）を今後検討していく必要があるのではないか。 

課題解決に向けた 

次年度の取組予定 

 部会での継続テーマであるペアレントメンター、サポートファイルさっぽ

ろ、ペアレントプログラムについては、部会内で現状報告をしながら、そ

の普及拡大に向けて随時検討していく。 

 Q-SACCS の活動をとおして抽出された課題については、部会内に新たなプ

ロジェクトを立ち上げ、支援者が様々な社会資源について把握できるよう

な具体的な手立てについて検討していく。 

 プロジェクトで検討された手立てについて、部会でその活用や普及を検討

していく。 

 

家族への支援部会  

取組期間：令和５年７月～６年３月 


